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道 徳 

１ 調査の対象となる教科書の発行者及び教科書名 

発行者の番号及び略称 教科書名 

２ 東 書 新編 新しい道徳 

17 教 出 中学道徳 とびだそう未来へ 

38 光 村 中学道徳 きみが いちばん ひかるとき 

116 日 文 
中学道徳 あすを生きる 

中学道徳 あすを生きる 道徳ノート 

224 学 研 新版 中学生の道徳 明日への扉 

232 あ か 図 中学生の道徳 

233 日 科 道徳 中学校 
１ 生き方から学ぶ 
２ 生き方を見つめる 
３ 生き方を創造する 

２ 教科書の調査研究における観点、視点及び調査方法 

観点 視点 方法 

（ア） 知識及び技能の習得 

①  
道徳科の学び方等の示し

方 

オリエンテーションのタイトル、示し方

及び記載例 

②  発問の示し方 学年、数、記載箇所及び発問 

（イ） 
思考力、判断力、表現力等
の育成 

③  
考えを伝え合う活動の工

夫 
話合いを促す示し方及び具体例 

④  
考えをまとめたり、振り

返ったりする活動の工夫 

考えをまとめたり、振り返ったりする活

動の示し方、記入欄の数等及び具体例 

（ウ） 
主体的に学習に取り組む
工夫 

⑤  
問題解決的な学習を取り

入れた工夫 

問題解決的な学習の示し方、教材名・内

容項目及び学習過程 

⑥  
体験的な学習を取り入れ

た工夫 

体験的な学習の示し方、教材名・内容項

目及び学習過程 

（エ） 内容の構成・配列・分量 

⑦  分量や教材の数 
判型、ページ数及び４つの視点ごとの教

材数 

⑧  
現代的な課題等を踏まえ

た内容の示し方 
いじめの問題の扱い及び教材等の例 

（オ） 内容の表現・表記 

⑨  
巻頭等、巻末等の取扱い

の工夫 
巻頭等、巻末等の示し方 

⑩  
教材の内容を理解させる

工夫 

マーク・キャラクター、デジタルコンテ

ンツ等の示し方及び活用の具体例 
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観点 （ア）知識及び技能の習得 

 視点 ①道徳科の学び方等の示し方 

方法 オリエンテーションのタイトル、示し方及び記載例 
 

 

第１学年 

オリエンテーションのタ
イトル 

示し方 記載例 

東 

書 

○ 「１年間で学ぶこ
と」 

 
 
 
 
 
○ 「道徳科とは」 
 
 
・「道徳科の授業はこ
んな時間に」 

 
 
 
・「教科書の使い方」 

 
 
 
・「デジタルコンテン
ツで学びを広げよ
う」 

 
・「学習の流れ」 

○ 見開き２ページに、４つ
の視点ごとに、１年間で学
ぶ内容項目を示す言葉と教
材名等を示し、中学生にな
ってやってみたいことを書
く欄を１箇所設けている。 

 
○ １ページに、道徳科につ
いて示している。 

 
○ 見開き２ページに、学習
の流れ等を「①気づく」「②
考える」「③深める・広げる」
の３つでイラストや吹き出
しとともに示している。 

○ １ページに、教科書の使
い方について、マーク等と
ともに示している。 

 
○ １ページに、デジタルコ
ンテンツについて、イラス
トや吹き出し等とともに示
している。 

○ 第１教材の後の１ページ
に、学習の流れ等をイラス
トや吹き出しとともに示し
ている。 

○ 「自分自身に関すること」 
・自ら考え、責任をもつ 

○ もっとすてきな「自分」に出会うた
めに、中学生になってやってみたいこ
とは、どのようなことですか？ 

 
 
○ 道徳科の時間は自分自身の心を見つ
め、人間としての生き方を考える時間
です。 

○ 「こんな学び方もあるよ」 
 ・演じて考えよう 
 ・問題を見つけて考えよう 
 
 
○ 「４つの視点マーク」 
・道徳科で学習する４つの視点（２～
３ページ参照）を表しています。 

○ この教科書では、学習を広げるデジ
タルコンテンツを用意しています。 

 
○ ①学習のテーマ「新しいものを生  

み出すときに」について考えよ 
う。 

②教材文を読みながら、考えたこと
を、「つぶやき」やノートにメモし
よう。 

③考えよう 
④見つめよう 
⑤学習をふり返ろう。 

教 

出 
○ 「さあ、道徳を始め
よう！」 

 ・「どうやって学ぶ
の？」 

 
 
 
 
 
 
 
・「道徳科の学びをも
っと広げよう」 

 
 
 
 
 
 
○ 「この教科書で学べ
るテーマ」 

 
 
○ １ページに、学習の流れ
等を「問題に気づく」「考え、
話し合う」「深める」「つな
ぐ」の４つでイラストや吹
き出しとともに示してい
る。 

 
 
 
○ １ページに、「学習者用端
末を活用しよう」「持続可能
な社会について考えよう」
をイラストや吹き出し等と
ともに示している。 

 
 
 
○ １ページに、テーマを７
つ、教材名等とともに示し
ている。 

 
 
○ ①考えたいことは何かを見つけよ

う。 
  ②自分の考えをもとう。 
  ③友達と意見を出し合い、多様な考

えを知ろう。 
  ④話し合ったことをもとに、考えを

深めよう。  
  ⑤学んだことをこれからの生活にい

かそう。 
○ 「学習者用端末を活用しよう」 
・まなびリンクの活用 
・自分の考えを整理する 

○ 「持続可能な社会について考えよう」 
・道徳科の学習で考えるときに 17 の
目標を意識したり、話し合いの際に
17 の目標から視点を選んだりして
道徳科の学びを広げてみよう。 

○ 「生命の尊さ」 
 ・いのちを考える 
 ・難民とともに ～緒方貞子～ 
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第１学年 

オリエンテーションのタ
イトル 

示し方 記載例 

光 

村 

○ 「本書で学ぶ皆さん
へ」 

 
 
 
 
 
 
○ 「道徳の学習を始め
よう」 

 
 
 

 
 
 
 
・「道徳で学ぶ 22 の
キーワード」 

 
 
 
・「道徳 道案内」 

 
 
 
 
○ 「道徳で大切にした
いこと」 

○ 見開き２ページに、手引
きを「①考えよう」「②見方
を変えて」「③つなげよう」
の３つで示している。また、
二次元コード、タブレット
端末の活用等について示し
ている。 

 
○ 第１教材として、見開き
２ページに、「道徳を学ぶと
きには」として、「ポイント
１ 答えは一つではない」
「ポイント２ 自分と向き
合い、他者と向き合う」「ポ
イント３ 学びをつなげ
る」の３つでイラスト等と
ともに示している。 

○ 第１教材として、見開き
２ページで、４つの視点ご
とに、１年間で学ぶ内容項
目をイラスト等とともに示
している。 

○ 第１教材として、見開き
２ページに、ユニットのテ
ーマを９つ、内容項目や教
材名等とともに示してい
る。 

○ 第２教材の後の１ページ
に、イラストや吹き出しと
ともに示している。 

 

○ 教材を通して考えを深めることがで
きるよう、次のようなてびきを用意し
ました。 

 ・教材冒頭の二次元コードを読み取る
と、学習の参考となる資料などを視
聴することができます。 

 ・タブレット端末は、あなたの学びを
サポートする道具です。 

○ 「ポイント１ 答えは一つではない」 
 ・私たちは、一人一人、感じ方も考え

方も異なる。だからこそ、一つの正
解を目ざすのではなく、自分なりの
答えを見つけよう。 

 
 
 
 
○ 道徳は、よりよい生き方について、

22 のキーワードで考えていきます。 
 
 
 
○ 「中学生として、どんな自分であり
たい？」 

 ・道徳の学習を始めよう 
 ・父の言葉 
 
○ 「自分に問う」 
 ・自分は、どうしてそう考えるのか。 
 ・自分なら、どうするか。 

日 

文 

○ 「道徳科での学びを
始めよう！」 
・「どんなことをする
の？」  

 
・「どうやって学ぶ
の？」 

 
 
 
 
 
 
 ・「ミニ教材で考えて

みよう」 
 
 
 

 
 
○ １ページに、道徳科につ
いてイラストや吹き出しを
使って示している。 

○ １ページに、学習の流れ
等を「①気づく」「②考える・
議論する・深める」「③見つ
める・生かす」の３つで示し
ている。 

 
 
 
○ 見開き２ページに、主題
や教材、発問と学習の流れ
等を「①気づく」「②考える・
議論する・深める」「③見つ
める・生かす」の３つでイラ
ストや吹き出し等とともに
示している。 

 

 
 
○ ・道徳科では、「よりよく生きる」た

めに大切なことについて、みんな
で考え合います。 

○ ・道徳科では、次の①～③のような
流れで学びます。 

   ・別冊『道徳ノート』を使って自分
の考えをまとめましょう。 

○ 「みんなで話し合うときに大切なこ
と」 

 ・お互いの考えを伝え合おう。 
 ・友達の考えをよく聞こう 
○ ・美しいものに感動する心 

・難しい宿題 
・あなたが最も美しいと感じたもの
はなんだろう。 

○ 「①気づく」 
 ・【学びのキーワード】 
  今日は「美しいものに感動する心」

について、みんなで考えてみましょ
う。 
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第１学年 

オリエンテーションのタ
イトル 

示し方 記載例 

学 

研 

○ 「さまざまなテーマ
で学ぼう」 

 
 
 
 
○ 「よりよく生きるた
めの 22 の鍵」 

 
 
○ 「道徳科で学ぶこと 
考えること」 

 
 
 
 
 
・「考えを深める 
４つのステップ」 

○ 見開き２ページに、13 個
のテーマをイラストや写真
等とともに示し、今、気にな
っていること、夢中になっ
ていることを書く欄を１箇
所設けている。 

○ 見開き２ページに、４つ
の視点ごとに、１年間で学
ぶ内容項目を示す言葉や教
材名等を示している。 

○ １ページに、「考える方法
はいろいろ」「パソコンやタ
ブレットを活用しよう」を
イラスト等とともに示して
いる。 

 
 
○ １ページに、学習の流れ
等を「１ 見つけよう（教材
と出会って）」「２ 考えよ
う（教材を基に）」「３ 話し
合おう（話し合い、磨き合
う）」「４ 生き方につなげ
よう（振り返ろう、踏み出そ
う）」の４つでイラストや吹
き出しともに示している。 

○ 「いのち」 
○ 今、気になっていること、夢中にな
っていることは何だろう。 

 
 
 
○ 「自ら考え、実行し、責任を持つ」 
 ・裏庭での出来事 
 ・ネット将棋 
 
○ 「考える方法はいろいろ」 
 ・自分の考えを…… 
 ・ペアやグループ、クラスで…… 
○ 「パソコンやタブレットを活用しよ
う」 

 ・使うときは注意しよう 
 ・こんなことができます 
○ 「見つけよう（教材と出会って）」 
 ・自分たちの生活での問題をつなげて

みよう。 
 ・社会の課題や気になることと重ねて

みよう。 
 ・教材から考えたいテーマを見つけ出

そう。  

あ
か
図 

○ 「道徳科の時間は、
「自分を見つめ、考
え、生きる」時間」 
・「道徳科の時間」は
22 のキーワードで
学ぶ 

 
・一年生のあなたへ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 「いろいろなテーマ
から学ぶ」 

 
 
 
○ 見開き２ページに、４つ
の視点ごとに、１年間で学
ぶ内容項目をマークととも
に示している。 

○ 見開き２ページに、道徳
科について、「自分を見つめ
て考える」「いろいろな見方
で考える」「自分の生き方を
考える」の３つでイラスト
とともに示している。 

 
 
 
 
○ 見開き２ページに、10 個
のテーマを教材名等ととも
に示している。 

 
 
 
○ 「自分自身に関すること」 
 ・自主、自律、自由と責任 
 ・節度、節制 
 
○ ・中学校に入学した今、いろいろな

ことに戸惑うこともあるかもしれ
ません。道徳科の時間は、そんなあ
なた自身を見つめる時間。いろい
ろな人の生き方に触れ、他の人の
思いや考え方に耳を傾け、自分と
対話することができる時間です。 

○ 「自分を見つめて考える」 
・教材の主人公や登場人物と自分を重
ねたり、比べたりしてみよう。 

○ 「「いじめ」を考える」 
 ・ヨシト 
 ・ある日のバッターボックス 
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第１学年 

オリエンテーションのタ
イトル 

示し方 記載例 

日 

科 

○ 「さまざまなテーマ
から考えを深めよう」 

 
○ 「クラスのみんなと
「道徳授業」を創り出
そう」 

 ・「道徳の授業ってど
んなもの？」 

 
 ・「授業はどうやって

進めるの？」 
 
 
 
 ・「試してみよう」 
 
 
 
 ・「「ウェルビーイング

カード」を使ってみ
よう」 

○ 見開き２ページに、テー
マを８個、教材名等ととも
に示している。 

○ １ページに、道徳科の時
間についてイラストととも
に示している。 

○ 見開き２ページに、道徳
科について、「自分の考え、
意見を言おう」「友達の考
え、意見をしっかり聞こう」
「自分と違う考え、意見も
認め、きちんと聞こう」の３
つをイラストとともに示し
ている。 

○ １ページに、「試してみよ
う」を写真等とともに記載
している。 

 
○ １ページに、「「ウェルビ
ーイングカード」を使って
みよう」をイラストや写真
とともに示している。 

○ 「いじめ・人権」 
 ・自由ってなあに 
 ・いつも一緒に 
○ 「道徳」の授業は、「みんなそれぞれ
違っているのが当たり前」というとこ
ろから始まります。 

○ 「自分の考え、意見を言おう」 
 ・「よりよい在り方」に「正解」はあり

ません。 
 
 
 
 
 
○ 「宿題」 
 ・僕は生物部で飼っている魚のエサや

りなどをしているので、朝は七時半
頃には登校している。 

○ ①まず教材を読んで、その内容から
自分が「感じたこと」や「気づい
たこと」を、カードの言葉一枚一
枚を見ながら、三枚選びましょう。 

  ②選んだカードについて、どうして
それを選んだのか、自分の経験や
考えてみたいと思った理由を考え
ましょう。 

  ③それが終わったらカードを三枚と
も手元に並べ、隣の友達または班
の友達と、それぞれが考えたこと
を出し合いましょう。 
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観点 （ア）知識及び技能の習得 

 視点 ②発問の示し方 

方法 学年、数、記載箇所及び発問 
 

教材名「二通の手紙」 

内容項目Ｃ「遵法精神、公徳心」 

 学年 数 記載箇所及び発問 

東 

書 

３ ３ 

【教材文の終わり】 

・元さんは二通の手紙を机の上に並べて、どのようなことを考えていただろう。 

・社会の中で規則や決まりを守ることが大切なのは、どうしてだろう。 

・決まりは、何のためにあるのだろう。 

教 

出 

３ ４ 

【冒頭の教材名の下】 

・どんな場合でも、きまりは優先されるべきなのだろうか。 

【教材文の終わり】 

 ・元さんが晴れ晴れとした顔で身のまわりを片づけ、職場を去っていったのはな

ぜだろう。 

・姉弟を入園させた元さんの判断を、あなたはどう思うだろうか。 

・きまりや法は、なんのためにあるのだろう。 

光 

村 

３ ３ 

【教材文の終わり】 

・規則は、何のためにあるのだろう。 

・元さんが、規則を知っていながら姉弟を動物園の中に入れたのは、どんな思い

からだろう。 

・元さんが、「この年になって初めて考えさせられ」たのは、どんなことだった

のだろう。 

日 

文 

３ ６ 

【教材文の終わり】 

・二通の手紙を見比べた元さんが、この年になって初めて考えさせられたことと

は、どんなことだろう。 

 ・法やきまりの意義とは何か、考えたことをまとめてみよう。 

【教材文に続く見開きページ】 

・話し合いを通して、法やきまりの意義について考えてみよう。 

 ・姉弟を入園させた元さんの、何が問題だったのだろう。 

・ノートやタブレット端末を使い、付箋で意見を整理しながら友達と話し合って

みよう。 

 ・二通の手紙を見ながら、元さんの思いを考えてみよう。 

学 

研 

３ ２ 

【教材文の終わり】 

・二通の手紙に、元さんが考えさせられたこととは何だろう。 

・この話から、どのようなことを自分に生かせるだろうか。 

あ
か
図 

３ ４ 

【教材文の終わり】 

 ・元さんや佐々木さんの変化について考えよう。 

・元さんが「この年になって初めて考えさせられること」とは、どのようなこと

だろう。 

・動物園の規則はなんのために定められているのだろう。できるだけたくさんの

考えをあげてみよう。 

・世の中にある法やきまりがどのような視点で定められているのかを考えてみ

よう。 

日 

科 

２ ２ 

【教材文の終わり】 

 ・なぜ元さんは潔く職場を去ったのだろうか。 

 ・きまりを守ることについて、お互いに考えを出し合ってみましょう。 
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観点 （イ）思考力、判断力、表現力等の育成 

 視点 ③考えを伝え合う活動の工夫 

方法 話合いを促す示し方及び具体例 
 

 第１学年 

話合いを促す示し方 具体例 

東 

書 

○ 巻頭「道徳の授業はこんな時間に」の中に、
話し合う学習活動、話合いのポイントを示して
いる。 

 
○ 教材文の終わりの「考えよう」「見つめよう」
「ぐっと深める」等に、教材における話合いを
促す発問を示している。 

○ 教材文の下等に、思ったこと、考えたこと等
を自由に記述する「つぶやき」の欄を設けてい
る。 

○ 「Ｐｌｕｓ」に、直前の教材に関する話合い
の具体的な流れを示している。 

○ 「考える」 
・メモを基に友達と話し合いましょう。 
・自分とはちがう考えも、しっかり聞きまし
ょう。 

○ 教材名「風評被害」 
・②について、グループで話し合ってみまし
ょう。 

○ 「つぶやき」 
 
 
○ 「探究の対話「ｐ４ｃ（ピーフォーシー）」」 

「対話の流れ」 
 ・ｐ４ｃのルールに沿って対話をしましょう。 

教 

出 

○ 巻頭「さあ、道徳を始めよう！」の中に、話
し合う学習活動、話合いのポイントを示してい
る。 

 
 
 
 
○ 教材文の終わりの「学びの道しるべ」に、教
材における話合いを促す発問を示している。 

 
 
○ 「ひろば」に、教材における話合いを促す発
問を示している。 

 
 

○ 「考え、話し合う」 
②自分の考えをもとう。 
③友達と意見を出し合い、多様な考えを知ろ
う。 

○ 「話し合いのポイント」 
・考えの持ち方 
・友達の意見の聞き方 

○ 教材名「おはよう」 
・「形だけの挨拶をする」のと、「黙っていて
も相手を思っている」のと、どちらがよい
と思うだろうか。理由も含めて話し合おう。 

○ 「ソーシャルメディアのルールとマナー」 
・②そのあと、グループで話し合ってみまし
ょう。 

光 

村 

○ 第１教材「道徳の学習を始めよう！」の中に、
話し合う学習活動、話合いのポイントを示して
いる。 

 
○ 「道徳で大切にしたいこと」に、話し合う学
習活動、話合いのポイントを示している。 

○ 教材文の終わりに、教材における話合いを促
す発問を示している。 

 
 
○ 「問いを立てよう」に、教材における話合い
を促す発問を示している。 

 
○ 「今日の「てつがく」」に、話合いの具体的な
流れを示している。 

○ 「ポイント２ 自分と向き合い、他者と向
き合う」 
・友達の考えのよさを見つけながら友達の意
見に耳を傾けよう。 

〇 「友達と問い合う」 
 ・友達は、どうしてそう考えるのか。 
○ 教材名「白いスニーカー」 
・それぞれの人物の考えに対して、あなたは、
どんなことを考えただろう。考えたことを、
みんなで話し合おう。 

○ 教材名「親友」 
・③グループで作った問いについて話し合
い、自分たちなりの答えを考えよう。 

○ 「今日の「てつがく」」 
①３、４人程度のグループをつくる。 
②今日、みんなで考えたい「問い」を決める。 
③それについて、考えていることを、一人ず
つ発表する。 

④それぞれの考えについて、お互いに質問し
合う。 

⑤今日話し合った問いについて、「なるほ
ど！」と思える発見があったかを振り返る。 
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第１学年 

話し合いを促す示し方 具体例 

日 

文 

○ 巻頭「道徳科での学びを始めよう！」の中に、
話し合う学習活動、話合いのポイントや工夫例
を示している。  

 
 
 
 
 
○ 教材文の「学びを深めよう」に、話し合う学
習活動、話合いのポイントや工夫例を示してい
る。 

 
 
 
 
 
 
○ 「ユニット」の中に、話し合う学習活動を促
している。 

 
 
○ 別冊「道徳ノート」の中に、話合いの内容等
を記述できる欄を設けている。 

○ 「どんなことするの」 
・いろいろなことをみんなで考え、話し合っ
ていきましょう。 

○ 「みんなで話し合うときに大切なこと」 
・お互いの考えを伝え合おう 
・友達の考えをよく聞こう 

○ 「話し合いの工夫例」 
・発言した人に、その理由を聞いてみよう。 

○ 教材名「どうして？」 
「話し合いの例」 
・自分の考えを発表する。 
・友達の意見を聞く。 
・再度よく考える。 
「付箋を使って話合いを深めてみよう」 
・ノートやタブレット端末を使い、付箋で
意見を整理しながら友達と話し合ってみ
よう。 

○ 「いじめと向き合う」 
・いじめが起きる背景や、自分や相手の心の
動きについても学びながら、みんなで考え、
話し合ってみましょう。 

○ 「道徳ノート」 
１ 自由記述欄 

  ２ 「自分にプラスワン」 
  ３ 「自分への振り返り」 
  ４ 「自由欄」 

学 

研 

○ 巻頭「道徳科で学ぶこと 考えること」の中
に、話し合う学習活動、話合いのポイントを示
している。 

 
○ 教材文の終わりの「深めよう」に、教材にお
ける話合いを促す発問を示している。 

 
 
○ 教材文の下に、気付いたことや思ったことを
書き留める「メモ」の欄を設けている。 

○ 「考える方法はいろいろ」 
 ・ペアやグループ、クラスで…… 
○ 「考えを深める４つのステップ」 
・③話し合おう（話し合い、磨き合う）」 

○ 教材名「公平とは何だろう」 
 「話し合おう」 
・公平について、レーム選手の参加を巡っ
て考えたことを基に話し合おう。 

○ 「メモ」 
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第１学年 

話し合いを促す示し方 具体例 

あ
か
図 

○ 巻頭「道徳科の時間は、「自分を見つめ、考え、
生きる」時間」の中に、話し合う学習活動、話
合いのポイントを示している。 

○ 教材文の終わりの「いろいろな見方で考える」
等に、教材における話合いを促す発問を示して 
いる。 

 
 
 
 
○ 「マイ・プラス」に、教材における話合いを
促す発問を示している。 

 
 
 
 
 
 
 

○ 「いろいろな見方で考える」 
・クラスの仲間の考えを聞いて自分の考えと
比べてみよう。 

○ 教材名「国際協力ってどういうこと？」 
・二つの作文から考えたことを話し合お
う。 

 「いろいろな見方で考える」 
 ・ネパールの話とエチオピアの話、あなた

はそれぞれどう思うだろうか。他の人の
意見も聞いて、考えてみよう。 

○ 教材名「魚の涙」 
「いじめについて話し合ってみよう」 
・いじめが起きるのはどうしてだろう。また、
いじめをなくすために大切にしたい心は何
だろう。「魚の涙」を読んで考えたことを話
し合ってみよう。 

・いじめが起きるのはどうしてだろう。狭い
閉じた世界だと起きやすいのは、なぜだろ
う。次の三つの視点で、話し合ってみよう。 

日 

科 

○ 巻頭「クラスのみんなと「道徳授業」を創り
出そう」の中に、話し合う学習活動、話合いの
ポイントや具体例を示している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
○ 教材の終わりの「考えよう」「深めよう」に、
教材における話合いを促す発問を示している。 

 
○ 教材文の終わりに、「ｍｅｍｏ」の欄を設けて
いる。 

○ 巻末「ウェルビーイングカードとは」の中に、
話合いのポイントを示している。 

○ 「授業はどうやって進めるの？」 
・友だちの考え、意見をしっかり聞こう 

○ 「「ウェルビーイングカード」を使ってみよ
う」 

 ・③それが終わったらカードを三枚とも手元
に並べ、隣の友達または班の友達と、それぞ
れが考えたことを出し合いましょう。そし
て、友達の話を聞いた後で、「考えが変わっ
たこと」「新たに気づいたこと」があったら、
そのことについて、さらに話し合ってみま
しょう。 

○ 教材名「ガラスの地球を救え」 
・「ガラスの地球」を救うために私たちにでき
ることは何か、話し合いましょう。 

○ 「ｍｅｍｏ」 
 
○ 26 枚のカードから選び、その理由と合わせ
て隣の友達または班の友達と共有します。い
きなり何もないところで発言するのではな
く、カードをきっかけにすることで話しやす
くなったり、カードを組み合わせて考えるこ
とでいくつかの視点から自分を見つめ直すこ
とができたりします。 
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観点 （イ）思考力、判断力、表現力等の育成 

 視点 ④考えをまとめたり、振り返ったりする活動の工夫 

方法 考えをまとめたり、振り返ったりする活動の示し方、記入欄の数等及び具体例 
 

 

第３学年 

考えをまとめたり、振り
返ったりする活動の示し

方 
記入欄の数等 具体例 

東 

書 

○ 巻頭に、今の気持ちにつ
いて、書く欄を設けている。 

 
 
○ 学びの途中で思ったこ
と、考えたこと等について、
書く欄を設けている。 

○ 教材やコラム等に記載さ
れている発問等について、
書く欄を設けている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 巻末に、授業の取組や心
に残った教材等を記入する
ページを設けている。 

○ 「１年間で学ぶこ
と」 

 【１回分】 
 
○ 「つぶやき」 
【38 回分】 

 
○ 「Ｐｌｕｓ」等 
 【10 回分】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 「自分の学びをふり
返ろう」 
【３回分】 

○ もっとすてきな「自分」に出会うため
に、３年生になってやってみたいこと
は、どのようなことですか？ 今の気
持ちを書き留めておきましょう。 

○ 思ったこと、考えたことなどを、自由
に記述しましょう。 

 
○ 教材名「いじめから目をそむけない」 
  コラム「忘れられる権利」 

コラム「働くってどんなこと」 
  教材名「人間の命とは」 
  教材名「避難所での出来事」 

コラム「おたがいの「ちがい」を認め
合おう」 

  教材名「その子の世界、私の世界」 
  コラム「人にものを、どうたのむ？」 

コラム「缶コーヒーをめぐるやりと
りの場面をやってみよう」 
教材名「住み続けられるまちづくり

を」 
○ 「自分の学びをふり返ろう」 
・授業の取り組みについてふり返って
みよう。 

・今学期（今期）に読んだ教材の中
で、心に残ったものは何ですか。どの
ようなことが心に残っていますか。 
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第３学年 

考えをまとめたり、振り
返ったりする活動の示し

方 
記入欄の数等 具体例 

教 

出 

○ 教材やコラム等に記載さ
れている発問等について、
書く欄を設けている。 

○ 巻末に、一年間で学んで
きたことをもとにして考え
るページを設けている。 

 
 
 
 
○ 巻末に、心に残った教材
や一番考えさせられた教材
等を記入するページを設け
ている。 

○ 「やってみよう」等 
 【３回分】 
 
○ 「「よりよく生きる」
って、どういうことだ
ろう？」 

 【１回分】 
 
 
 
○ 「道徳科の学びを振
り返ろう」 

 【３回分】 
 
 
 
 
 
 
 
○ 「１年間の道徳科の
学びを振り返ろう」 
【１回分】 

○ コラム「信頼関係を築こう」 
  教材名「変わりゆく地球」 
  教材名「校長先生の模擬面接」 
○ 一年間道徳科で学んできたことをも
とにして、「よりよく生きる」とはどう
いうことか、考えてみましょう。 

 ・自分にとっての「幸せ」とは、どう
いうものだろう。 

 ・周りの人や社会にとっての「幸せ」
とは、どういうものだろう。 

○ 「道徳科の学びを振り返ろう」 
 ・今学期（今期）の道徳授業で「ため

になった」「勉強になった」「心に残
った」などと思う教材を三つ選び、
記入しましょう。 

 ・①で選んだ教材の中でいちばん考え
させられた教材を選び、その理由と、
授業後に授業で学んだことに関係す
る経験などがあったら書きましょ
う。 

○ 「１年間の道徳科の学びを振り返ろ
う」 
・３年生になった時に思った「学びた
かったこと」「がんばりたかったこ
と」は実行できましたか。１年間を
振り返って書きましょう。 

・１年間の道徳授業を通じて、自分が
成長したと思うことを書きましょ
う。 

光 

村 

○ 教材の終わり等に記載さ
れている発問等について、
書く欄を設けている。 

 
 
 
 
 
○ 巻末折り込みに、心に残
ったことや 1 年間の学習の
振り返り等を記入するペー
ジを設けている。 

○ 「考えよう」等 
 【６教材分】 
 
 
 
 
 
 
○ 「まなびの記録」 
【２回分】 
【毎時間分】 

○ 教材名「「こち亀」は、四十年間休み
なし」 
教材名「私がピンク色のキャップを

かぶるわけ」 
  教材名「礼儀正しさとは」 
  教材名「私たちの合唱祭」 
  教材名「自分を輝かせるには」 
  教材名「命と向き合う」 
○ 「一年間の学習の始めに」 
 ・中学二年生の道徳の学習で、心に残

っていることを書こう。  
○ 「一年間の学習の終わりに」 
・裏面の「まなびの記録」やノートな
どを見返して、一年間の学習を振り
返ろう。 

○ あなたが道徳の授業で考えたこと
を、左の□に書き留めていこう。 
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第３学年 

考えをまとめたり、振り
返ったりする活動の示し

方 
記入欄の数等 具体例 

日 

文 

○ 別冊「道徳ノート」に、自
分の考えや友達の意見等を
書く欄を設けている。 

 
 
 
 
○ 別冊「道徳ノート」の巻末
に、心に残っている授業や
考えたこと等を記入するペ
ージを設けている。 

○ 「１」 
「２ 自分にプラ

スワン」 
「３ 自分への振

り返り」 
「４ 自由欄」 

【教材ごと】 
○ 「道徳科で学んだ
ことを振り返ってみ
よう」 
【３回分】 

○ 「３ 自分への振り返り」 
 ・自分に関わりのあることとして、考 

えることができた 
・教材の内容や友達の意見から、新し
く気づいたことがあった 

 
 

○ 「道徳科で学んだことを振り返って
みよう」 
・今学期、ノートに書いたことや道徳
科で学んだことを振り返り、心に残
っている授業やその理由を書いて
みよう。 

・これまで道徳科で学んだことを振り
返って、考えたことを書いてみよう。 

学 

研 

○ 巻頭に、テーマについて
書く欄を設けている。 

 
○ 教材の終わりの「深めよ
う」等に記載されている発
問等について、書く欄を設
けている。 

 
 
 
 
 
 
○ 学びの途中で気付いたこ
とや思ったこと等につい
て、書く欄を設けている。 

○ 巻末に、心に残った言葉
や友達や身近な人に伝えた
い言葉等を記入するページ
を設けている。 

○ 巻末に、授業での取組や
心に残った授業等を記入す
るページを設けている。 

○ 「さまざまなテーマ
で学ぼう」 

 【１回分】 
○ 「深めよう」等 
 【９教材分】 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 「メモ」 
 【30 回分】 
 
○ 「未来への扉」 
【１回分】 
 
 

○ 「学びの記録」 
【３回分】 

 
 
 
○ 「学びのメモ」 
【毎時間分】 

○ 今、気になっていること、夢中にな
っていることは何だろう。 

 
○ 教材名「○○流デジタルライフ」 
  教材名「余命ゼロ 命のメッセージ」 
  教材名「笛」 
  教材名「一冊のノート」 
  教材名「電車の中で」 
  教材名「境界線を越える」 

教材名「領民を愛した名君 上杉鷹
山」 

  教材名「礼儀って」 
  教材名「スポーツの力」 
○ 気付いたことや思ったこと書き留め 
る。 

 
○ 「１年を振り返って書き留めておこ
う。」 
・心に残った、友達や先生の言葉 
・友達や身近な人に伝えたい言葉 

○ 「今学期（今期）の道徳の授業につ
いて、振り返ろう。」 

 ・授業での取り組みで、当てはまる場
所に〇を付けよう。 

 ・心に残った授業について書こう。 
○ 「日々の授業について、気づいたこ
とを書き留めておこう。」 
・学期ごとの振り返りや、１年の振り
返りに生かそう。 
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第３学年 

考えをまとめたり、振り
返ったりする活動の示し

方 
記入欄の数等 具体例 

あ
か
図 

○ 巻末に、授業での取組や
心に残った授業等を記入す
るページを設けている。 

○ 「学習の記録」 
 【３回分】 
 
 
 
 
 
○ 「１年間の学習の記
録」 
【１回分】 

○ 「今学期（今期）の道徳科の授業に
ついて振り返ってみよう。」 

 ・授業での自分の取り組みについて振
り返って、当てはまるものに〇をつ
けよう。 

 ・今学期（今期）、心に残った授業とそ
の理由について、書いてみよう。 

○ 「１年間の道徳科の授業を振り返っ
てみよう。」 
・今年度、最も深く考えた授業と、その
理由について書いてみよう。 

・１年間の道徳科の授業を通して、学
んだことや、自分が成長したと思う
ことを書いてみよう。 

日 

科 

○ 学びの途中で考えたこと
や教材の終わり等に記載さ
れている発問等について、
書く欄を設けている。 

 
 
○ 巻末に、自分自身が思い
ついた「ウェルビーイング」
のキーワードを書く欄を設
けている。 

○ 「欄」 
【４教材分】 

 
 
○ 「ｍｅｍｏ」 
【33 回分】 

○ 「ウェルビーイング
カード」 
【１回分】 

○ 教材名「そっと生きる？」 
教材名「愛ってなあに」 
教材名「ＳＮＳでの誹謗中傷」 
教材名「人はなぜ仕事をするのか」 

○ 「ｍｅｍｏ」 
 
○ 「「ウェルビーイングカード」とは」 
・最後に白紙のカードを用意しまし
た。それには、自分自身が思いつい
た「ウエルビーイング」のキーワー
ドを書いてみるのもいいでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

x 
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観点 （ウ）主体的に学習に取り組む工夫 

 視点 ⑤問題解決的な学習を取り入れた工夫 

方法 問題解決的な学習の示し方、教材名・内容項目及び学習過程 
 

 問題解決的な学習の 
示し方 

第２学年 

教材名・内容項目 学習過程 

東 

書 

○ 「Ｐｌｕｓ」を設
け、目次及び該当ペ
ージにマークを付
けて示し、教材の終
わりに、学習過程の
例を示している。 

○ みんなでとんだ！ 
○ 「Ｃ よりよい学校生活、
集団生活の充実」 

○ 「Ｐｌｕｓ」 
探究の対話「ｐ４ｃ（ピーフォーシ

ー）」 
・【対話の流れ】みんなで輪になり、こ
しかけましょう。 

  ①「みんなでとんだ！」を読み、各
自が問いを立てましょう。 

  ②みんなで考えたい「問い」を決定
し、問いに対する自分の考えを書
きましょう。 

  ③ｐ４ｃのルールに沿って対話をし
ましょう。 

  ④さらに問いを出し合いながら、対
話を楽しみましょう。 

  ⑤話し合いをふり返りましょう。 

教 

出 

○ 教材文の終わり
の「学びの道しる
べ」に、学習過程の
例を示している。 

○ 違反摘発 
○ 「Ｃ 遵法精神、公徳心」 

○ 「学びの道しるべ」 
・両者の立場になって、違反摘発に対
する思いを代弁してみよう。 

・どんな場合でも、法やきまりは優先
されるべきなのだろうか。 

・法やきまりは、誰のために、なんの
ためにあるのだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【道徳】 

- 276 - 

 問題解決的な学習の 
示し方 

第２学年 

教材名・内容項目 学習過程 

光 

村 

○ 教材の終わりに、
学習過程の例を示
している。 

○ テニス部の危機 
○ 「Ｃ よりよい学校生活、
集団生活の充実」 

○ テニス部の危機を乗り越えるため
に、白石さんと木戸さんは、どうすれ
ばよいのだろう。次のステップに沿っ
て考えてみよう。 

 「問題を明らかにする」 
①白石さんと木戸さん、それぞれの思
いを洗い出す。 
・二人が目ざすテニス部の姿は、そ
れぞれ、どのようなものか。 

・二人に共通する思いはあるか。 
・それぞれの譲れない条件、譲れる
条件は、何か。 

 「解決策を提案する」 
②①で洗い出したことをもとに、解決
策を考える。 
・互いに歩み寄れるところはある
か。 

・どうすれば、互いに「まあ、これ
なら。」と、納得できる解決策にな
るか。 

 「解決策を検討する」 
③②で考えた解決策を検討する。 
・その解決策を講じると、どんな結
果になるか。 

・その結果は、二人や他の部員に対
して、どんな影響があるか。 

・解決策を実行することで、テニス
部は、よりよい集団になることが
できるか。 

○ よりよい集団の一員として、どのよ
うな考えをもつことが大切なのだろ
う。 

日 

文 
○ 「学びを深めよ
う」を設け、目次及
び該当ページにマ
ークを付けて示し、
教材の終わりに、学
習過程の例を示し
ている。 

○ ヨシト 

○ 「Ｃ 公正、公平、社会正
義」 

○ 「学びを深めよう」 

①「ヨシト」では何が問題になってい
るのか、考えてみよう。 

②ヨシトにティッシュを渡した「僕」
は、どんなことに気づいたのだろう。 

③周りに流されたり自分と異なる人を
排除したりして、公正な態度がとれ
ないことがあるのは、なぜだろう。 

④公正な態度を貫くために大切なこと
をまとめてみよう。 
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 問題解決的な学習の 
示し方 

第２学年 

教材名・内容項目 学習過程 

学 

研 

○ 「深めよう」を設
け、目次及び該当ペ
ージにマークを付
けて示し、教材の終
わりに、学習過程の
例を示している。 

○ 鳥のように空を飛びたい
髙梨沙羅 

○ 「Ａ 節度、節制」 

○ 「深めよう」 

自分の生活を見直してみよう 

「見つけよう」 

髙梨沙羅選手が日々の生活で気を付
けていることを見つけてみよう。 

 「考えよう」 

髙梨選手はなぜ「天才」と呼ばれる
までに成長することができたのだろ
う。 

 「話し合おう」 

自分の目標を達成するためには、
日々の生活の中でどのような心掛け
が必要だろうか。 

 「生き方につなげよう」 

髙梨選手がスキージャンプのために
行う日課から、自分に生かせること
を考えてみよう。 

 ・大切にしている生活習慣やこれから
心掛けたい生活習慣について考えよ
う。 

あ
か
図 

○ 「マイ・プラス」
を設け、目次及び該
当ページにマーク
を付けて示し、教材
の終わりに、学習過
程の例を示してい
る。 

○ 北の大地から 野生の猛
禽を守る 

○ 「Ｂ 相互理解、寛容」 

○ 「マイ・プラス」 

意見の対立について話し合ってみよ
う 

 ・集団の中で生活をしていると、意見
の対立が起きることがある。意見の
対立を乗り越えて問題を解決してい
くためには、どのようなことが必要
なのだろう。皆で話し合いながら、
齊藤さんの体験を深く掘り下げてみ
よう。 

「ステップ１」 

齊藤さんとハンターの立場を想像し
ながら、それぞれの主張と理由を考
えてみよう。 

「ステップ２」 

考え方の違う者同士が歩み寄るため
には、どのような考えをもつことが
必要だろう。いろいろな意見をあげ
てみよう。 

「ステップ３」 

自分とは異なる意見をもつ人に直面
したとき、あなたはどのような態度
で接することが大切だと思うだろ
う。齊藤さんの対応を振り返りなが
ら、自分自身で考えたことをまとめ
てみよう。 

日 

科 

○ 教材文の終わり
の「考えよう」「深め
よう」に、学習過程
の例を示している。 

○ 「普通」の生活の向こう側 

○ 「Ｃ 国際理解、国際貢献」 

○ 「考えよう」 

・なぜ児童労働はなくならないのでし
ょうか。 

○ 「深めよう」 

・世界中の子どもを誰一人取り残さな
いために、私たちができることは何
でしょうか。 
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観点 （ウ）主体的に学習に取り組む工夫 

 視点 ⑥体験的な学習を取り入れた工夫 

方法 体験的な学習の示し方、教材名・内容項目及び学習過程 
 

 体験的な学習の示し方 

第３学年 

教材名・内容項目 学習過程 

東 

書 

○ 「Ｐｌｕｓ」を設け、
目次及び該当ページに
マークを付けて示し、
教材の終わりに、学習
過程の例を示してい
る。 

○ 缶コーヒー 
○ 「Ｃ 遵法精神、公徳

心」 

○ 「Ｐｌｕｓ」 
缶コーヒーをめぐるやりとりの場面

をやってみよう 
①「缶コーヒー」で、コーヒー缶が転が
って、「私」のスカートとノートがよ
ごれてしまったとき、それぞれの人
は、どのような気持ちになったか、下
のふき出しに書きましょう。 

②３人一組になって、「女性」役、「私」
役、「竹内さん」役と、役割を決めま
しょう。 

③役を交替しながら、全員が全ての役を
演じましょう。 

④それぞれの役を演じて、気づいたこ
と、感じたことを書きましょう。 

⑤コーヒー缶が落ちそうになっている
ときに、「女性」と「私」は、本当は
どうすればよかったのでしょう。それ
を見て、「竹内さん」は、何と言った
でしょう。考えて書きましょう。 

⑥⑤で考えたことを基にして、３人でそ
れぞれの役を演じてみましょう。 

⑦本当はどうすればよいのかを、クラス
全員で話し合いましょう。 

⑧今日の学習をふり返り、気づいたこ  
と、感じたことを書きましょう。 

教 

出 

○ 「やってみよう」を設
け、目次及び該当ペー
ジにマークを付けて示
し、教材の終わりに、学
習過程の例を示してい
る。 

○ 校長先生の模擬面接 
○ 「Ｂ 礼儀」 

○ 「やってみよう」 
①社会にはさまざまなマナーやエチケ
ットがあります。どのようなものがあ
るか、あげてみましょう。 

②皆さんがあげた中から、グループで一
つの場面を演じてみましょう。そし
て、演じてみた感想を書きましょう。 

③マナーやエチケットは、社会状況によ
っても変化します。例えば、新型コロ
ナウイルス感染症が広まってからは、
エレベーターの中では会話を控え、壁
の方を向いて立つことが広まりまし
た。最近になって変化してきたと皆さ
んが感じるマナーやエチケットはあ
りますか。なぜ変化してきたのか、み
んなで話し合ってみましょう。 
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 体験的な学習の示し方 

第３学年 

教材名・内容項目 学習過程 

光 

村 

○ 「チャレンジ」を設
け、目次及び該当ペー
ジにマークを付けて示
し、教材の終わりに、学
習過程の例を示してい
る。 

○ 三年目の「ごめんね」 
○ 「Ａ 自主、自立、自
由と責任」 

○ 「チャレンジ」 
  演じて考えよう 
 ・「あのときはうれしかった。ありがと

う。」と言う伊藤さんを見て、「私」は、
どんなことを思っただろう。 

  ①「私」と伊藤さんになって、42 ペー
ジ（19 行目）から 43 ページ（９行
目）の場面を演じてみよう。 

  ②演じているのを見ていた人は、どん
なことを感じたかを発表しよう。 

  ③演じた人は、演じていたときに、ど
んな気持ちになったかを発表しよ
う。 

日 

文 

○ 「学びを深めよう」を
設け、目次及び該当ペ
ージにマークを付けて
示し、教材の終わりに、
学習過程の例を示して
いる。 

○ 電車の中で 
○ 「Ｂ 思いやり、感謝」 

○ 「学びを深めよう」 
  電車の中で 
 ・席を譲る体験を通して、思いやりの心

と形について考えてみよう。 
  ①タケシは、席を譲られた男性と女子

二人の様子を見ながら、何を思った
のだろう。 

  ②ケンたちに言われてしぶしぶ席を  
   立ったとき、タケシはどんな気持ち

だったのだろう。 
③座っていて席を譲りお礼を言われ
る場面と、座らずに席を空けておい
てお礼を言われる場面を演じてみ
よう。 

④タケシは、席に座らずにいた自分た
ちの行為と、席を譲った女子二人の
行為を比べて、何を考えたのだろ
う。 

⑤思いやりの心と形について、考えた
ことをまとめてみよう。 
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 体験的な学習の示し方 

第３学年 

教材名・内容項目 学習過程 

学 

研 

○ 「深めよう」を設け、
目次及び該当ページに
マークを付けて示し、
教材の終わりに、学習
過程の例を示してい
る。 

○ 笛 
○ 「Ｂ 相互理解、寛容」 

○ 「深めよう」 
異なる意見と出合ったときのことを

考えよう 
 「考えよう」 
  笛は誰のものにすべきだっただろう。

３人の少年アンドレ、マイケル、ピー
ト、それともそれ以外の人だろうか。
○を付けて、理由を書こう。 

 「やってみよう」 
少年たちが笛を誰のものにするか話
し合っている場面を、４人組で役割演
技を行って演じてみよう。 

  ①３人の少年役（アンドレ、マイケル、
ピート）と仲介役を決める。３人の
少年は自分の立場から考えを話す。
仲介役は３人の話を聞き、解決でき
るように自分の考えを伝える。 

  ②役割を交代する。４人の役を全員が
経験するまで繰り返す。 

③４人それぞれの仲介役の演技から
考えたことを話し合う。 

 「話し合おう」 
  考えや意見の異なる人とのつきあい

では、どんなことを大切にすればよい
だろう。クラス全体で話し合おう。 

 「生き方につなげよう」 
  異なる意見を尊重しつつ、自分も成長

していくにはどうすればよいか、考え
よう。 
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 体験的な学習の示し方 

第３学年 

教材名・内容項目 学習過程 

あ
か
図 

○ 「マイ・プラス」を 

設け、目次及び該当ペ 

ージにマークを付けて 

示し、教材の終わりに、
学習過程の例を示して
いる。 

○ 夢へのステップ－大
谷翔平 

○ 「Ａ 希望と勇気、克
己と強い意志」 

○ 「マイ・プラス」 

夢へのステップについて考えよう 

 ・高校生のときに「目標設定シート」を
書いて、自分の部屋に貼っていた大谷
翔平選手。このシートを書くことが、
大谷選手にどのような影響を与えた
のでしょう。もし自分が書くとしたら
……と、想像しながら考えてみましょ
う。 

「ステップ１」 

大谷選手は「目標設定シート」を書く
ことで、どのようなことを考えたのだ
ろう。 

  ・「目標設定シート」を書き上げるに
は、どういうところに難しさや大変
さがあるのだろう。 

  ・大谷選手は、どのようなことを考え
ながら「目標設定シート」を書き上
げたのだろう。 

  ・書き上げるだけでなく、自分の部屋
に貼っていたのはどのような考え
からだろう。また、どのような思い
でシートを見て、過ごしていたのだ
ろう。 

「ステップ２」 

あなたが大谷選手から学べることに
ついて考えてみよう。 

・尊敬するところ、頑張ればまねでき
そうなこと、自分の感じたことや
考えたことをあげてみよう。 

日 

科 

○ 教材文の終わりの
「考えよう」「深めよ
う」に、学習過程の例を
示している。 

○ Ｆｌｏｗｅｒ Ｂｕ
ｓ Ｓｔｏｐ 

○ 「Ａ 自主、自立、自
由と責任」 

○ 「考えよう」 
 ・「ちゃんとしよう」の「ちゃんと」と

いうのはどうすることなのでしょう
か。 

○ 「深めよう」 
・あなたがこの４人と一緒にいたら、ど
の場面でどのような行動をしますか。 
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観点 （エ）内容の構成・配列・分量 

 視点 ⑦分量や教材の数 

方法 判型、ページ数及び４つの視点ごとの教材数 
 

 学年 
判型 

（別冊判） 

ページ数 

（別冊ページ数） 

４つの視点ごとの教材数 

（※複数内容項目教材） 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

東 

書 

第１学年 

ＡＢ 

202 ７ ７ 14 ７ 

第２学年 210 ７ ７ 14 ７ 

第３学年 210 ７ ７ 14 ７ 

教 

出 

第１学年 

Ｂ５ 

210 ８ ８ 12 ７ 

第２学年 202 ８ ７ 14 ６ 

第３学年 202 ７ ６ 13 ９ 

光 

村 

第１学年 
Ｂ５ 

変型 

192 ９※ ８※ 14※ 10※ 

第２学年 200 ９※ ９※ 14※ ９※ 

第３学年 200 11※ ８※ 13※ ９※ 

日 

文 

第１学年 
Ｂ５ 

（Ｂ５） 

178(42) ７ ７ 14 ７ 

第２学年 186(42) ６ ７ 14 ８ 

第３学年 194(42) ７ ６ 15 ７ 

学 

研 

第１学年 

ＡＢ 

190 ８ ７ 13 ７ 

第２学年 194 ８ ７ 12 ８ 

第３学年 198 ８ ７ 13 ７ 

あ
か
図 

第１学年 

Ｂ５ 

194 ８ ７ 12 ８ 

第２学年 194 ８ ７ 12 ８ 

第３学年 194 ８ ７ 12 ８ 

日 

科 

第１学年 

ＡＢ 

164 ８ ７ 13 ６ 

第２学年 168 ７ ６ 15 ６ 

第３学年 172 ９ ７ 14 ４ 
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観点 （エ）内容の構成・配列・分量 

 視点 ⑧現代的な課題等を踏まえた内容の示し方 

方法 いじめの問題の扱い及び教材等の例  
 

 いじめの問題の扱い 
教材等の例 
(第１学年) 

東 

書 

○ いじめの問題をテーマとした３
つの教材と扉ページ等の構成でユ
ニット化した「いじめのない世界
へ」を設けている。 

○ いじめの問題を扱う教材のまと
まりには、「いじめのない世界へ」マ
ークを使い、目次に色付けして示
し、扉ページを設けている。 

○ 巻末の「テーマでふり返ろう」に、
「人権・いじめ」をテーマとした教
材を示している。 

○ 「いじめのない世界へ」（扉ページ） 
○ 「いじめに当たるのはどれだろう」 
 ・内容項目「Ｃ 公正、公平、社会正義」 
・だれに対しても公正な社会を実現するために、大切な
こと等を考えさせる教材 

○ 「傍観者でいいのか」 
 ・内容項目「Ａ  自主、自律、自由と責任」 
・いじめの状況を作らないために、どうすればよいか等
を考えさせる教材 

○ コラム「いじめの構造」 
○ 「風評被害」 
・内容項目「Ｂ 相互理解、寛容」 

 ・相手のことを認められるようになること等について考
えさせる教材 

教 

出 

○ いじめの問題をテーマとした２
つの教材とコラムの構成でユニッ
ト化した「いじめをなくそう」を設
けている。 

○ いじめの問題を扱う教材のまと
まりには、「いじめをなくそう」マー
クを使い、目次に色付けして示して
いる。 

○ 巻頭の「この教科書で学べるテー
マ」に、「いじめ・人権」をテーマと
した教材を示している。 

○ 「二人の言い分」 
 ・内容項目「Ｂ 相互理解、寛容」 
 ・いじめを生まないためにどうすればよいか、トラブル

が起こってしまったらどうすればよいか等を考えさ
せる教材 

○ コラム「自分も相手も大切にした伝え方をしよう」 
○ 「あなたならどうしますか」 
 ・内容項目「Ｃ 公正、公平、社会正義」 
 ・いじめをなくすために今すぐにでもできること等を考

えさせる教材 
○ コラム「誰がいじめを止めるのか」 

光 

村 

○ いじめの問題をテーマとした３
つの教材でユニット化した「いじめ
を許さない心について考える」を設
けている。 

○ いじめの問題を扱う教材のまと
まりには、「いじめを許さない心に
ついて考える」と記載し、目次に緑
色の下線で示している。 

○ 巻末の「教材別テーマ一覧」に、
「いじめを許さないために」をテー
マとした教材を示している。 

○ 「親友」 
 ・内容項目「Ｂ 友情、信頼」 
・心から信頼できる友達とは、どんな存在なのか等を考
えさせる教材 

○ 「魚の涙」 
 ・内容項目「Ｃ 公正、公平、社会正義」 
・誰かが不公平な状況にあるとき、どんな考えがもてる
か等を考えさせる教材 

○ 「いつもの教室の中で」 
 ・内容項目「Ｃ 公正、公平、社会正義」 
 ・いじめが起こらないようにするためには、どうすれば

よいか等を考えさせる教材 

日 

文 

○ いじめの問題をテーマとした２
つの教材と扉ページ等の構成でユ
ニット化した「いじめと向き合う」
を設けている。 

○ いじめの問題を扱う教材のまと
まりには、「いじめと向き合う」マー
クを使い、目次に色付けして複数示
している。 

○ 巻末の「内容項目別教材一覧」に、
「いじめ」をテーマとした教材を示
している。 

○ 「いじめと向き合う」（扉ページ） 
○ 「さかなのなみだ」 
 ・内容項目「Ｃ 公正、公平、社会正義」 
 ・いじめのない集団であるためには、どんなことが大切

か等について考えさせる教材 
○ コラム「いじめって何？」 
○ 「言葉の向こうに」 
 ・内容項目「Ｂ 相互理解、寛容」 
 ・お互いの立場を理解し尊重するとは、どういうことか

等について考えさせる教材 
○ コラム「怒りの感情と上手に付き合おう」 
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 いじめの問題の扱い 
教材等の例 
(第１学年) 

学 

研 

○ いじめの問題をテーマとした複
数の教材を特設ページとともに年
間を通して配置している。 

○ 巻頭の「さまざまなテーマで学ぼ
う」に、「いじめ防止」をテーマとし
て示すとともに、いじめの問題を扱
う教材には、「いじめ防止」マークを
使い、該当ページに示している。 

○ 「うわさで決めるの？」 
 ・内容項目「Ｃ 公正、公平、社会正義」 
 ・友達に対して偏見をもたないようにするために、どう

したらよいか等について考えさせる教材 
○ 「あるピエロの物語」 
 ・内容項目「Ａ 友情、信頼」 
 ・どのような友情を築きたいと思うか等について考えさ

せる教材 
○ 「裏庭での出来事」 
 ・内容項目「Ａ 自主、自律、自由と責任」 
 ・自分自身がよく考え、誠実に行動するために必要なこ

と等について考えさせる教材 
○ 特設ページ「どうしてそんなことをするの」 
〇 「吾一と京造」 
 ・内容項目「Ｂ 友情、信頼」 
 ・真の友情を培っていくために必要なことは何か等につ

いて考えさせる教材 

あ
か
図 

○ いじめの問題をテーマとした３
つの教材と扉ページ等の構成でユ
ニット化した「「いじめ」を考える」
を設けている。 

○ いじめの問題を扱う教材のまと
まりには、「「いじめ」を考える」マ
ークを使い、目次に色付けして示し
ている。 

○ 巻頭の「いろいろなテーマから学
ぶ」に、「「いじめ」を考える」をテ
ーマとした教材を示している。 

○ 「いじめ」を考える」（扉ページ） 
○ 「ヨシト」 
 ・内容項目「Ｃ 公正、公平、社会正義」 
・集団に流されてしまう弱さを乗り越えるためには、ど
のようなことが大切なのか等について考えさせる教
材 

○ 「ある日のバッターボックス」 
 ・内容項目「Ｃ 公正、公平、社会正義」 
・子どもたちがこのルールを作ったのは、どのような気
持ちからか等について考えさせる教材 

○ 「魚の涙」 
 ・内容項目「Ｄ よりよく生きる喜び」 
・いじめのない世界にするために、特に大切にしたい心
等について考えさせる教材 

○ コラム「「いじめ」と向き合う」 

日 

科 

○ いじめの問題をテーマとした複
数の教材を配置している。 

○ 巻頭の「さまざまなテーマから考
えを深めよう」に、「いじめ・人権」
をテーマとした教材を示している。 

○ 「自由ってなあに」 
 ・内容項目「Ａ 真理の探究、創造」 
・自由とは何か等について考えさせる教材 

○ 「いつも一緒に」 
 ・内容項目「Ｂ 友情、信頼」 
 ・よりよい友人関係を築くために大切なこと等について  

考えさせる教材 
○ 「いじめ問題と向き合う」 
 ・内容項目「Ｃ 公正、公平、社会正義」 
 ・なぜいじめがなくならないのか等について考えさせる

教材 
○ 「未来を創るために～マララ・ユスフザイ「国連スピ
ーチ」～」 

 ・内容項目「Ｃ 公正、公平、社会正義」 
 ・公平で公正な社会を作っていくために、私たちが今か

らできること等について考えさせる教材 
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観点 （オ）内容の表現・表記 

 視点 ⑨巻頭等、巻末等の取扱いの工夫 

方法 巻頭等、巻末等の示し方 
 

 巻頭等の示し方 巻末等の示し方 

東 

書 

○ 各学年の目次には、４つの視点で色分けした
マークとともに、掲載している全ての教材名等
を示している。また、学習するまとまりに色付
けするとともに、「付録について」等を示してい
る。 

○ 各学年、「１年間で学ぶこと」を見開き２ペー
ジで示している。 

○ 各学年、「道徳科とは」を４ページで示してい
る。 

○ 各学年、「教材一覧表」を見開き２ページ
で示している。 

○ 各学年、「テーマでふり返ろう」を１ペー
ジで示している。 

○ 各学年、「自分の学びをふり返ろう」を設
けている。 

○ 各学年、心情円を付録として設けている。 

教 

出 

○ 各学年の目次の前に、詩を見開き２ページで
掲載している。 

○ 各学年の目次には、４つの視点で色分けした
教材番号とともに、掲載している全ての教材名
等を示している。また、学習するまとまりを色
付けするとともに、「教科書に出てくるマーク」
等を示している。 

○ 各学年、「さあ、道徳を始めよう！」を３ペー
ジにわたって示している。 

○ 各学年、「この教科書で学べるテーマ」を１ペ
ージで示している。 

○ 各学年、「「よりよく生きる」って、どうい
うことだろう？」を見開き２ページで示して
いる。 

○ 各学年、「一年間の道徳科で学んだこと」
を見開き２ページで示している。 

○ 各学年、「内容項目別教材一覧表」を１ペ
ージで示している。 

○ 各学年、「道徳科の学びを振り返ろう」、「１
年間の道徳科の学びを振り返ろう」を設けて
いる。 

光 

村 

○ 各学年の目次の前に、詩を見開き２ページで
掲載している。 

○ 各学年の目次には、掲載している全ての教材
名等を示している。また、学習するまとまりに
下線を引くとともに、「教材の冒頭に付いている
印」等を示している。 

○ 各学年、「本書で学ぶ皆さんへ」を見開き２ペ
ージで示している。 

○ 第１学年は「日本の郷土玩具」を見開き２
ページ、第２学年は「郷土と共に生きる」を
３ページ、第３学年は「日本の先駆者たち」
を４ページで示している。 

○ 各学年、「まなびの道具箱」を見開き２ペ
ージで示している。 

○ 各学年、「教材別テーマ一覧」を見開き２
ページで示している。 

○ 各学年、「先生方・保護者の方々へ この
教科書が目ざした○年生の姿」を１ページで
示している。 

○ 各学年、「まなびの記録」を設けている。 

日 

文 

○ 各学年の目次の前に、学年ごとのテーマ等を
見開き２ページで掲載している。 

○ 各学年の目次には、掲載している全ての教材
名等を示している。また、学習するまとまりを
色付けするとともに、「この本で学ぶあなたへ」
等を示している。 

○ 各学年、「道徳科での学びを始めよう！」を４
ページにわたって示している。 

○ 別冊「道徳ノート」の目次には、各学年、掲
載している全ての教材名等及び「ノートの使い
方」を示している。 

○ 別冊「道徳ノート」には、「「よりよく生きる」
ために大切な内容」等を示している。 

○ 各学年、「内容項目別教材一覧」を見開き
２ページで示している。 

○ 別冊「道徳ノート」には、各学年、「フリー
ノート」を１ページ設けている。 

○ 別冊「道徳ノート」には、各学年、「道徳科
で学んだことを振り返ってみよう」を設けて
いる。 

○ 別冊「道徳ノート」には、各学年、「内容項
目別教材一覧」等を１ページで示している。 
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  巻頭等の示し方 巻末等の示し方 

学 

研 

○ 各学年の目次の前に、先人の言葉を見開き２
ページで掲載している。また、「さまざまなテー
マで学ぼう」を見開き２ページで示している。 

○ 各学年の目次には、４つの視点で色分けした
マークとともに、掲載している全ての教材名等
を示している。また、学習するまとまりを色付
けするとともに、「教科書に使われているマー
ク」等を示している。 

○ 各学年、「よりよく生きるための 22 の鍵」を
見開き２ページで示している。 

○ 各学年、「道徳科で学ぶこと 考えること」を
見開き２ページで示している。 

○ 各学年、「未来への扉」を１ページ設けて
いる。 

○ 各学年、「学びの記録」「学びのメモ」を設
けている。 

○ 各学年、「教材と主題名、デジタルコンテ
ンツ」を１ページで示している。 

あ
か
図 

○ 各学年の目次には、掲載している全ての教材
名等を示している。また、学習するまとまりを
色付けするとともに、「教材の冒頭についている
マーク」等を示している。 

○ 各学年、「道徳科の時間は、「自分を見つめ、
考え、生きる」時間」を見開き２ページで示し
ている。 

○ 各学年、「いろいろなテーマから学ぶ」を見開
き２ページで示している。 

○ 各学年、「ＳＤＧｓの視点から 持続可能
な社会に向けて」を見開き２ページで示して
いる。 

○ 各学年、「ふるさとに学びを広げよう」を
見開き２ページで示している。 

○ 各学年「内容一覧」を１ページで示してい
る。 

○ 各学年、「学習の記録」「１年間の学習の記
録」を設けている。 

日 

科 

○ 各学年の目次には、４つの視点で色分けした
マークとともに、掲載している全ての教材名、
「この教科書にあるマーク」等を示している。 

〇 各学年、「さまざまなテーマから考えを深めよ
う」を見開き２ページで示している。 

○ 各学年、「クラスのみんなと「道徳授業」を創
り出そう」を３ページで示している。 

○ 各学年、「わたしたちの郷土」を３ページ
で示している。 

○ 各学年、「ウェルビーイングカードとは」
を１ページで示している。 

○ 各学年、ウェルビーイングカードを設けて
いる。 
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観点 （オ）内容の表現・表記 

 視点 ⑩教材の内容を理解させる工夫 

方法 マーク・キャラクター、デジタルコンテンツ等の示し方及び活用の具体例 
 

 マーク・キャラクター、 
デジタルコンテンツ等の示し方 

活用の具体例 

東 

書 

○ ４つの視点をマークで示している。 
 
○ 「Ｐｌｕｓ」のマークを設定してい
る。 

○ 「つぶやき」のマークを設定してい
る。 

○  キャラクター「考えタイガー」を設
定している。 

○ 「ＳＤＧｓ」のマークを設定してい
る。 

 
 
○ 「いじめのない世界へ」「いのちを考
える」のマークを設定している。 

○ 「朗読音声」「ワークシート」「Ｗｅ
ｂサイト」「資料」「ＶＲ映像」「心情円」
「映像」「他教科リンク」のマークを設
定し、二次元コード等とともに示して
いる。 

○ 「デジタルコンテンツで学びを広げ
よう」を設定している。 

○ 目次、「１年間で学ぶこと」、教材名の右上等に、該
当する４つの視点を示している。 

○ 目次、該当ページの右上に、コラムのページとして
示している。 

○ 教材の下に、思ったことや考えたこと等を書き込む
欄として示している。 

○ 教材の終わり等で、問い等を示している。 
 
○ 目次に、ＳＤＧｓと関連して考えられる教材を示し
ている。また、該当ページの右下に、17 のゴールのう
ち、関連するいくつかのゴールを示している。 

 
○ 目次に、ユニットを示している。 
 
○ 「デジタルコンテンツで学びを広げよう」や教材名
の下等に、デジタルコンテンツにつながる二次元コー
ド等とともに関連するマークを示している。 

 
 
○ 「映像」「心情円」等のデジタルコンテンツについ
て、写真やイラスト等とともに示している。 

教 

出 

○ ４つの視点をマークで示している。 
 
○ 導入の問いをマークで示している。 
 
○ 「学びの道しるべ」のマークを設定
している。 

○ 「ひろば」のマークを設定している。 
 
○ 「やってみよう」のマークを設定し
ている。 

○ 「ＳＤＧｓ」のマークを示している。 
 
○ ユニット学習「いじめをなくそう」
「つながり合って生きる」「いのちをか
がやかせる」のマークを設定している。 

○ 「まなびリンク」のマークを設定し、
二次元コード等を示している。 

○ 目次、教材名の右上等に、該当する４つの視点を示
している。 

○ 教材名の右下に、学習の見とおしをもったり、学習
テーマを共有したりするための問いを示している。 

○ 教材文の終わりに、問いを示している。 
 
○ 目次、該当ページの右上に、コラムのページとして
示している。 

○ 目次、該当ページに、体験的な学習として示してい
る。 

○ 「道徳科の学びをもっと広げよう」等に、教材とＳ
ＤＧｓとの関係を示している。 

○ 目次に、ユニットを示している。 
 
 
○ 目次、教材名の下等に、デジタルコンテンツにつな
がる二次元コード等を示している。 
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 マーク・キャラクター、 
デジタルコンテンツ等の示し方 

活用の具体例 

光 

村 

○ ４つの視点をマークで示している。 
 
○ 「やってみよう」「チャレンジ」「ま
なびをプラス」「コラム」「まなびの準
備」のマークを設定している。 

○  キャラクター「とくまる」を設定し
ている。 

○ 「ＳＤＧｓ」のマークを設定してい
る。 

○ 「教科」のマークを設定している。 
 
○ 二次元コードを示している。 
 
 
○ 「本書で学ぶ皆さんへ」のページ内
で、デジタルコンテンツの使い方を示
している。 

○ 目次、教材名の右上等に、該当する４つの視点を示
している。 

○ 目次、該当ページに、てびきとして示している。 
 
 
○ 「道徳 道案内」、教材文の終わり等で、問い等を
示している。 

○ 目次、教材の終わり等に、教材とＳＤＧｓとの関わ
りについて示している。 

○ 目次、教材の終わり等に、他教科との関わりについ
て示している。 

○ 目次、「本書で学ぶ皆さんへ」及び該当する教材名
の下等に、デジタルコンテンツにつながる二次元コー
ドを示している。 

○ 「朗読」「資料」等のデジタルコンテンツについて、
イラストや写真等とともに示している。 

日 

文 

○ ４つの視点をマークで示している。 
 
○ 「考えてみよう」「自分に＋１」のマ
ークを設定している。 

○ 「あすへのメッセージ」「視野を広げ
て」のマークを設定している。 

○ 「学びを深めよう」のマークを設定
している。 

○ 「いじめ」「情報社会」「自立と共生」
「環境と未来」「安全な生活」のマーク
を設定している。 

○ ユニット学習「いじめと向き合う」
「よりよい社会を考える」のマークを
設定している。 

○ 二次元コードを示している。 

○ 教材名の右上等に、該当する４つの視点を示してい
る。 

○ 教材の終わりに、問いを示している。 
 
○ 目次、該当ページに、コラムのページとして示して
いる。 

○ 目次、該当ページの右上に、学習の流れと、学びの
ヒントとして示している。 

○ 目次、「視野を広げて」のページに、関連するテー
マを示している。 

 
○ 目次、各ユニットの扉のページに、ユニットとして
示している。 

 
○ 目次、教材名の下、別冊「道徳ノート」の教材名の
右上等に、デジタルコンテンツにつながる二次元コー
ドを示している。 
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 マーク・キャラクター、 
デジタルコンテンツ等の示し方 

活用の具体例 

学 

研 

○ ４つの視点をマークで示している。 
 
○ 「考えよう」のマークを設定してい
る。 

○ 「クローズアップ」のマークを設定
している。 

○ 「深めよう」のマークを設定してい
る。 

○ 「キャリア」「情報モラル」「いのち」
「多様性」「環境」「家庭連携」「いじめ
防止」「消費者教育」「スポーツ」「安全」
「伝統文化」「グローバル」「健康」「法
教育」のマークを設定している。 

 
○ ユニット学習「ＳＤＧｓ」「キャリア」
「多様性」のマークを設定している。 

○ 「メモ」のマークを設定している。 
 
○ 「！」「？」のマークを設定している。 
○ 二次元コードを示している。 

○ 目次、教材名の上等に、該当する４つの視点を示し
ている。 

○ 教材文の終わりに、問いを示している。 
 
○ 目次、該当ページの右上に、関連情報として示して
いる。 

○ 目次、該当ページの左上に、学びの提案として示し
ている。 

○ 「さまざまなテーマで学ぼう」、教材名の下等に、
関連するマークを示している。 

 
 
 
 
○ 目次、各ユニットの扉のページに、ユニットとして
示している。 

○ 教材の下に、気付いたことや思ったこと等を書き留
める欄として示している。 

○ 教材の下に、考えるきっかけを示している。 
○ 目次、該当する教材名の下等に、デジタルコンテン
ツにつながる二次元コードを示している。  

あ
か
図 

○ ４つの視点をマークで示している。 
 
 
○ 「Ｔｈｉｎｋｉｎｇ」のマークを設
定している。 

○ 「マイプラス」のマークを設定して
いる。 

○ 「ＳＤＧｓ」のマークを示している。 
 
○ ユニット学習「「いじめ」を考える」
「情報モラル」「キャリア」「共に生き
る社会（２・３年生）」のマークを設定
している。 

○ 二次元コード等を示している。 

○ 目次、「道徳科の時間は、「自分を見つめ、考え、生
きる」時間」及び教材名の右上等に、該当する４つの
視点を示している。 

○ 目次、該当ページの右上等に、コラムのページとし
て示している。 

○ 目次、該当ページの右上に、いろいろな視点から、
考えを深めるページとして示している。 

○ 巻末付録の中に、教材とＳＤＧｓとの関係を示して
いる。 

○ 目次、各ユニットの扉のページに、ユニットとして
示している。 

 
 
○ 目次、該当する教材名の下等に、デジタルコンテン
ツにつながる二次元コード等を示している。 

日 

科 

○ ４つの視点をマークで示している。 
 
○ 「ウェルビーイングカードマーク」

を設定している。 
○ 二次元コードを示している。 

○ 目次、教材名の右上等に、該当する４つの視点を示
している。 

○ 目次、該当する教材名の下等に、巻末のカードが活
用できることを示している。 

○ 目次、該当する教材名の下等に、デジタルコンテン
ツにつながる二次元コードを示している。 

 


